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①
　
気
候
変
動
と
適
応

⑴
　「
緩
和
」
と
「
適
応
」
―
気
候
変
動
対
策
の
両
輪
―

　

２
０
２
３
年
に
国
連
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、「
地
球
沸
騰
化
時

代
が
到
来
し
た
（the era of global boiling has arrived

）」
と
い

う
強
い
言
葉
を
使
っ
て
世
界
に
警
告
を
発
し
、
２
０
２
３
年
・
２
０
２

４
年
の
い
ず
れ
も
世
界
の
夏
の
平
均
気
温
が
史
上
最
高
を
記
録
し
ま
し

た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
局
所
豪
雨
や
夏
の
高
温
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
レ
ベ
ル
の
極
端
な
気
象
現
象
が
た
び
た
び
発
生
し
て
お
り
、
気
候

変
動
の
影
響
が
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
へ
の
対
策
に
は
、
①
二
酸
化
炭
素
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の

濃
度
を
下
げ
る
「
緩
和
」
と
、
②
変
化
す
る
気
候
や
そ
の
影
響
に
対
応

し
備
え
る
「
適
応
」
の
二
つ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
車
の
両
輪
と
し
て
重

要
で
す
。

⑵
　
適
応
が
な
ぜ
必
要
か

　

２
０
１
５
年
の
パ
リ
協

定
で
は
、「
2
℃
目
標
・

１
．５
℃
目
標
」
が
世
界

各
国
の
間
で
合
意
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
の

平
均
気
温
の
上
昇
を
、
産

業
革
命
以
前
と
比
べ
2
℃

以
下
・
１
．５
℃
以
下
に

抑
え
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
す
。
一
方
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
）
第
六
次

評
価
報
告
書
に
よ
る
と
、

世
界
平
均
気
温
の
上
昇

は
、
少
な
く
と
も
今
世
紀
半
ば
ま
で
は
続
き
、
１
．５
℃
目
標
を
達
成

す
る
に
は
世
界
全
体
で
最
大
限
の
緩
和
策
を
取
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

最
悪
の
ケ
ー
ス
で
は
今
世
紀
末
に
4
℃
を
超
え
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｍ
Ｏ
（
世
界
気
象
機
関
）
の
最
新
の
報
告
書
で
は
、
２
０
２
３
年

に
は
世
界
の
平
均
気
温
が
約
１
．４
５
℃
の
上
昇
を
記
録
し
、
今
後
5

年
以
内
に
一
時
的
に
１
．５
℃
を
超
え
る
可
能
性
が
高
い
（
80
％
）
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
気
温
上
昇
で
も
す
で
に
、
観
測
記
録
を
更
新
す
る
よ
う

な
異
常
気
象
が
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
日
本
国
内
で
も
、
激
し
い
大
雨

が
毎
年
の
よ
う
に
水
害
を
引
き
起

こ
し
、
災
害
級
の
暑
さ
に
よ
り
ひ
と

夏
で
１
，
０
０
０
人
以
上
の
死
者
が

出
た
年
も
あ
り
ま
す
。
今
後
の
さ
ら

な
る
気
温
上
昇
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
頻
発
化
や
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
変
化
す
る
気
候
の
も
と
で

悪
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
「
適

応
」
が
不
可
欠
で
す
。

　

な
お
、「
適
応
」
に
は
、
気
候
変

動
が
も
た
ら
す
ダ
メ
ー
ジ
を
和
ら

げ
る
だ
け
で
な
く
、
気
候
変
動
に
よ

り
も
た
ら
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
や
チ

ャ
ン
ス
を
活
か
す
こ
と
も
含
ま
れ

ま
す
。
後
者
と
し
て
例
え
ば
、
農
作

物
の
品
種
転
換
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
愛
媛
県
で
は
温
州
み
か
ん
に

代
わ
り
ブ
ラ
ッ
ド
オ
レ
ン
ジ
が
導
入
さ
れ
、
暑
さ
に
強
い
だ
け
で
な

く
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
プ
ラ
ス
の

影
響
を
生
か
し
て
い
く
視
点
も
大
切
で
す
。

②
　
気
候
変
動
へ
の
学
校
の
対
応

　

学
校
に
お
い
て
も
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
は
重
要
で
す
。
本
稿
で

は
、
次
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、「
教
育
の
場
」
と
「
実
践
の
場
」
の
二

つ
の
側
面
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

国
立
環
境
研
究
所
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
当
セ
ン
タ

ー
」）
が
実
施
し
て
い
る
国
民
理
解
度
調
査
に
よ
れ
ば
、
気
候
変
動
に

対
す
る
認
知
度
は
年
齢
層
が
下
が
る
に
つ
れ
て
低
く
な
る
傾
向
が
あ

り
、
ま
た
そ
の
認
知
経
路
（
ど
の
ソ
ー
ス
か
ら
情
報
を
得
て
い
る
か
）

は
、
高
齢
者
層
で
テ
レ
ビ
・
新
聞
と
の
回
答
が
多
い
一
方
で
、
若
年
層

で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
に
加
え
学
校

な
ど
の
教
育
機
関
と
の
回
答
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、「
教
育
の
場
」
と
し
て
の
学
校
の
役
割
が
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

気
候
変
動
の
影
響
は
、
私
た
ち
の
経
済
・
社
会
・
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
を
生
徒
や
教
員
に
よ
る
適
応

の
「
実
践
の
場
」
と
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
特
に
、
近
年
は
真

夏
日
・
猛
暑
日
の
増
加
に
よ
り
、
学
校
に
お
い
て
も
、
屋
外
で
の
運
動

中
止
の
判
断
を
迫
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

⑴
　�「
教
育
の
場
」
と
し
て
の
学
校
　�

�

―
気
候
変
動
と
適
応
へ
の
理
解
・
学
習
―

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
育
現
場
や
関
係
機
関
等
を
通
じ
た
研
究
成
果

の
周
知
・
社
会
実
装
の
た
め
、
総
合
的
な
情
報
基
盤
「
気
候
変
動
適
応

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
以
下
、「
Ａ-

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
」）」
を
運
営
し
、

広
く
情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
学
校
の

教
育
現
場
で
活
用
い
た
だ
け
る
も
の
を
３
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
Ａ-

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ 

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

　

気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
小
学
生
～
中
学
生
向
け
の
サ
イ
ト
を
公
開

し
て
い
ま
す
。
適
応
策
を
動
画
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
、
デ
ジ
タ

ル
紙
芝
居
「
こ
ん
に
ち
は
、
適
応
策
」
や
、
環
境
学
習
・
自
由
研
究
素

材
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
や
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｃ
」）
が
作
成
し
た
ツ
ー
ル
の
提
供
、
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
教

材
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

②
す
ご
ろ
く
「
気
候
変
動
適
応
へ
の
道
」

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
す
ご
ろ
く
を
遊
び
な
が
ら
気
候
変
動
適
応

に
つ
い
て
学
べ
る
ツ
ー
ル
を
提
供
し
て
い
ま
す
（
対
象
年
齢
は
小
学
校

４
年
生
程
度
か
ら
）。
ゲ
ー
ム
の
ス
タ
ー
ト
は
現
在
、
ゴ
ー
ル
は
未
来

の
街
で
す
。
地
球
温
暖
化
を
進
め
な
い
よ
う
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
抑
え

な
が
ら
（
緩
和
）、
温
暖
化
し
た
環
境
で
よ
り
よ
く
生
活
が
で
き
る
よ

う
（
適
応
）、
適
応
カ
ー
ド
を
使
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
現
在

の
緩
和
の
努
力
に
よ
っ
て
、
途
中
か
ら
コ
ー
ス
が
分
か
れ
、
１
．５
℃
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上
昇
の
未
来
と
、
４
℃
上
昇
の
未
来
に
変
わ
る
と
こ
ろ
が
こ
の
す
ご
ろ

く
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

Ａ-
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
か
ら
す
ご
ろ
く
一
式
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
１
回

40
分
程
度
で
遊
べ
、
授
業
等
で
活
用
し
た
事
例
も
多
数
あ
り
ま
す
（
活

用
レ
ポ
ー
ト
は
Ａ-
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
に
掲
載
）。
２
０
２
３
年
に
は
（
公
財
）

消
費
者
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
消
費
者
教
育
教
材
資
料
表
彰
２
０
２

３
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

③
コ
コ
が
知
り
た
い
地
球
温
暖
化
「
気
候
変
動
適
応
編
」

　

な
ぜ
地
球
温
暖
化
が
発
生
し
て
い
る
の
か
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
る
の
か
、
気
候
変
動
適
応
と
は
な
に
か

等
、
気
候
変
動
と
適
応
に
関
す
る

内
容
を
研
究
者
が
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
以

上
の
調
べ
学
習
や
、
理
科
・
社
会

の
教
材
研
究
に
も
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

⑵
　�「
実
践
の
場
」
と
し
て
の
学

校
　
―
熱
中
症
対
策
―

　

学
校
活
動
に
お
い
て
は
、
既
に

毎
年
数
千
件
に
上
る
熱
中
症
が

発
生
し
て
お
り
、
極
端
な
高
温
の

頻
度
が
増
加
す
る
中
で
、
熱
中
症

対
策
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
国
内
で
約
２

０
０
万
人
の
生
徒
が
参
加
し
、
学

校
活
動
に
お
け
る
熱
中
症
の
大

半
が
発
生
す
る
、
中
学
校
・
高
校

の
運
動
部
活
動
を
対
象
と
し
た
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
「
適
応
の

実
践
」
の
一
例
と
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

熱
中
症
発
生
時
の
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
と
活
動
状
況
の
デ
ー
タ

の
分
析
か
ら
、
以
下
の
条
件
で
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

① 

持
続
的
な
運
動
や
厚
⼿
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る
競
技
（
例
：
陸

上
、
ラ
グ
ビ
ー
、
野
球
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

②
屋
外
で
の
活
動

③
比
較
的
涼
し
い
時
期
・
地
域

④
涼
し
い
時
期
か
ら
急
に
暑
く
な
っ
た
場
合

　

ま
た
、
上
記
の
条
件
下
で
は
、
活
動
の
実
施
を
判
断
す
る
基
準
を
3

℃
引
き
下
げ
る
対
策
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
通
常
、

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が
28
℃
以
上
か
つ
31
℃
未
満
が
「
激
し
い
運
動
は
中
止
」、

31
℃
以
上
が
「
運
動
は
原
則
中
止
」
の
目
安
と
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら

を
3
℃
引
き
下
げ
る
こ
と
で
熱
中
症
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
ま
す
。
基
準

の
引
き
下
げ
以
外
に
も
、
運
動
前
・
中
・
後
の
身
体
冷
却
、
屋
内
練

習
、
体
を
暑
熱
に
馴
ら
す
期
間
の
導
入
と
い
っ
た
対
策
が
有
効
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
８
４
２
都
市
に
お
け
る
将
来
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
予
測
結
果

か
ら
、
気
候
変
動
の
進
行
に
伴
い
、
夏
季
の
運
動
部
活
動
の
実
施
が
制

限
さ
れ
る
都
市
が
大
幅
に
増
加
す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
（
左

図
参
照
）。
適
応
策
と
し
て
、
早
朝
（
7
～
9
時
）
の
活
動
や
活
動
頻

度
の
低
減
（
週
5
回
か
ら
週
3
回
へ
）
に
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
早
朝
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
睡
眠
不
足
や
学
校

活
動
へ
の
悪
影
響
、
教
員
な
ど
監
督
者
の
健
全
な
働
き
方
と
の
両
立

が
、
活
動
頻
度
の
低
減
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
運
動
機
会
の
確
保
が
、

そ
れ
ぞ
れ
課
題
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
評
価
で
は
運
動
部
活
動
に

着
目
し
ま
し
た
が
、
体
育
の
授
業
、
運
動
会
、
そ
の
他
屋
外
活
動
へ
の

影
響
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
学
校
に
お
け
る
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
過
去
の
気
候
条
件

を
前
提
に
設
計
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
将
来
気
候
の
下
で
、
運
動
部
活
動

に
留
ま
ら
ず
、
ど
の
学
校
活
動
を
、
ど
の
季
節
に
、
ど
の
時
間
帯
に
実

施
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
な
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
適
応

の
実
践
に
係
る
研
究
の
推
進
が
重
要
で
す
。
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教育法規・危機管理

図4　�気候変動が顕著に進行するシナリオ（SSP585）で8月に運動部活
動が制限される都市分布の予測結果（左：2030-2050年代、右：
2060-2080年代：1日2時間、週5日の活動を前提とした場合）
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